
①
 

ユ
 

ー
 
ー
 

政
 

市
 

（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） 昭和39年 10 月 15日 ス
 

が
実
施
さ
れ
た
。
参
加
農
家
戸

数
二
六
戸
面
積
で

二
二
・
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
導
入
さ
れ
た
ス
ピ
 

ー
ド
・
ス
．フ
レ
ヤ
ー
．
一台
 
（五

六
六
万
円
）
、
 同
格
納
庫

一
棟
 

（
七
四
万
円
）
合
計
で

ー
ハ四
四

万
円
の
事
業
費
で
す
。
 

ま
た
、
松
野
木
地

区
は
参
加

農
家
二
六
戸
、
面
積
一
五
・
四
 

昭
和
三
十

八
年

度
農
菜
構
造
改

善
事
業
の
中
で

野
里
地
区
は
梅

田
、
七
和
地
区

同
様
、

り
ん
ご

を
中
心

に
事
業
 

ヘ
 ク
タ
ー
ル
、
 ス
ビ
ー
ド
 ・
 
ス
 

．フ
レ
ヤ
ー

ー
台
（
一
一
八
三万
円
）
 

同
格
納
庫
一
棟

（
三
六
万
円
）
 

合
計
で

三
一
九
万
円

の
事
業
費

で
す
。
 

構
造
改
善
事
業
で
、

以
上
の

よ
う
な
設
備
、

い
わ
ゆ
る
近
代

化
施
設

に
は
国
の
補
助
金
が
事

業
費

の
四
八
％
あ
り
、

残
り
の

八
〇
％
が
農
林
漁
業
資

金
と
し

て
長
期
融
資
さ
れ
ま
す
。
 

さ
て
、
そ
の
効
果
で

す
が
、
 

農
薬
撤
布
は
、
り
ん
ご
生
産
過

程
の
中
で
労
力
に
お
い
て
も
、
 

経
費

の
点
で
も
非
常
に
大
き
い

ウ
ー
ニ
 ト
を
占
め
て
い
る

こ
と
 

農

業
 

営
農
の
基
礎
づ

く
り

は
土

地

基
盤
整

備
 

恩
典

に
こ
た
え
る
と
同
時
に
、
 

こ
れ
ま
で
同
様
、
地
区
農
協

の

協
力
を
得
て
農
家
経
済

の
発
展

の
た
め
に
つ
く
し
て
行
き
た
い

と
思
つ

て
お
り
ま
す
。

「
一
 

明 

近 日 

代、 

化築 
く 

う
に
語
つ
て
く
れ
た
。
 

『
昨
年
は
ス
ピ
ー
ド

・
ス
．フ

レ
ヤ
ー
を
導
入
し
た
し
、
四
十

年
度
で
は
、
野
里
地
区
、
松
野

木
地
区
も
農
道
の
改
良
事
業
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
実

施
計
画
に

つ
い
て
市
の
農
林
商

工
課
で
測
量
し
て
く
れ
て
お
り

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
、

ス
ピ

ー
 

ド

・
ス
プ
レ
ヤ
ー
を
導
入
し
た

こ
と
に
よ
つ
て
、
労
力

の
点
で

は
、
導
入
前
に
く
ら
べ
て
三
分

の
ー
は
は
ぶ
け
た
し
、

農
薬

の

費
用
は
二
割

は
節
約
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
こ
の
他
に
補

助
事
業
で

は
な
か
つ
た
が
公
庫

資
金
で

八
割
融
資
し
て
も
ら
え

る
融
資
単
独

事
業
で
、
野
里
、
 

松
野
木
地
区
に
各

一
台
の
ス
ビ
 

ー
ド

・
ス
プ
レ
ヤ
ー
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。
 

今
後
は
、
こ
う
し
た
制
度
を

ど
し
ど
し
推
し
進
め
て
も
ら
い
 

こ
の
地
区
の
こ
と
だ

け
を
考

え
て
も
、
農
業
構
造
改
善
は
す

べ
て
が
決
し

た
と
は
い
え
な
い

り
ん
ご
だ
け
で
な
く
、
最
も
基

幹
と
す

る
稲
作
の
改
善

こ
そ
今

後
の
重
要
な
課
題
で

す
。
 

そ
の
た
め

に
は
、
士
地
基
盤

整
備
 
区
画
整
理
を
早
急

に

と
り
あ
げ
、

こ
れ
を
実
施
し

て

は
じ
め
て
近
代
営
農
の
基
礎
づ

く
り
が
で

き
た
と
い
え
る

と
思

い
ま
す
。
 

お

一
層
は
か
つ
て
寸
！こ
う
し
た
 

~”“"""" 	"""""" 

機
械
の
導
入

で
労
力

と
経

費
が
節

減
 

近
年
、

こ
れ
が

機
械
化
さ
れ
と
く

に
、
こ
の
よ
う
な

大
型
の

ス
ビ
ー
ト
 

・

ス
プ
レ
ャ
ー
が

普
及
さ

れ
る

こ
と

に
よ
つ
て
画
期
的

な
様
相
を
星
し

て

き
た
。
 

た
ま
た
ま

現
地
を

訪
れ
た
際
、
野
里

共
同
防
除

組
合
斎

藤
浩
組
合

長
、
松

野
木
長
尾

喜
栄
組
 

は
衆
知
の

と
お
り

で
す
。
 

=＝子供を小児マヒから守ろう＝= 

く生ワ ク チン投与日程＞ 

10月26日 保 健 所 11月 4 日 飯詰支所 

10月27日 長橋支所 11月 5 日 中川支所 

10月28日 栄 支 所 ii月 6 日 松島支所 

10月29日 羽野木沢小 11月 9 ョ 毘沙門小 

10月30日 梅沢支所 11月10日 保健所 

n月 2日 三好診療所 

＜対象者＞ 

① 38年12月 1 日～39年 2月23日までlこ生ま

れた赤ちやん（第 2 回目） 

② 39年 3 月 1 日～39年7 月30日までに生ま

れた赤ちやん （第 1 回目」 

③ まだうけていない赤ちやん 

く料 金＞ 

40円（生活保護家庭に属する万は無料） 

◇母子手帳は必らず持参してください 

、 （青森県） 五 所 川 原 市 広 報 （青森県） 五 所 川 原 市 広 報 

ら 競璽轟ii,  仁ニ7ラ事7＝三とうjぢ審零些三二二とと誉亡どギ也旦’与 

( （毎月 5・i5・ 25日発行） 	第 126 号 	一部 2 円 

ノ発行所五所川原市役所 印刷所陸奥印刷株式会社 

, 

ぐ 五所 川 原 の 草創 ② 
I 
) 

、 

C 
、 それまでの山根地帯だけでは土地が狭くなつてきたの 

’ で比較的高い禾墾地から切り開いて人が住むようにな

き つてきた。けれども五所川原地方の大部分は土地が低

合‘ くそれに岩木川や、その他の川も自然の流れその主主 

柱I 了堤讐なぎ三い2ち，？ト乍か？タのでしユう。だか 
、〕 ら一度でも強い雨が降ろうものなら、川の水はたちま

中’ ち溢れて洪水となり、川筋も時々は変化するという状 
も 〕 台”ー／て，4ニーへj一 
Iブ 、 	J吾t‘一 α’ ノI'-0 
く一 ， 

も】 したがつて、この地力にきて開墾する者があつても

マ、 2. 3年も経ち、やれやれと思う頃，せつかくIII 労して

房ノ 開拓した水田が水浸しとなり、あるいは・泥のトに刈凡

ょi れてしまい無収穫に終るということが続いた。 

く こんなことでしたから、せつかくこの土地に開墾の 

、 鍬をおろした人々もやむを得ず、この土地を捨てて他

熱〕 の地方に移住してしまい、定着する者がないありさま 

Tj“で“した。 

も！ こんなことでは何年経つても村立する筈はありませ 

f'l で、勢具璽川サと票サ多ク；讐讐らわれた 
お） のは今から315年前の正保9年のことである0 

共ソ 『五所川原よりたつひかり辺（十三潟は今の藻川あ 

署に議誌慧驚讐砦鳥 Jf)IIJ)W)iI )2 	4.5005 
な三 いている0 

野里 地区 

松野木地区 

三
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万
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5
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3万 
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w
 

先

天

性

股
関
節
の

脱

臼
 

西
北
中
央
病
院
整
形
外
科

医

長
 

江
 

端
 

ー
 

未
帰
還
者

の
消

一
 
息

は
、
帰
還
者

へ
 
お
よ
び
外
地
生

方
 
存

残
留
者
か
ら

い
 
の
資
科
収
集
や

な
 
在
外
機
関
調
査

い
 
な
ど

に
よ
り
順

て
 
次
そ
の
状
況
が

し
 
明
ら

か
に
さ
れ

丈
 
て
お
り
ま
す
本
 

ー
ー
 
右
り
匹
日
”
琢
〈」
仕
冷
一
 

吐
”
大
 
rし
人
／
（
オ
旧
」〈
文甲
 

帰
 

二
〇
〇
人
）
の

未
 
未

帰
還
者
が
あ

一
 
り
、
生
存
を
確

一
 
認
さ
れ
た

方
は
 

ー
一
 
帰
国
の
意
見
確
 

認
、
個
別
引
揚
に
よ

る
援
護
が

行
な
わ
れ
、
ま
た
不
幸

に
し
て

死
亡
が
判
明
し

た
方
、
死
了
と

み
な
さ
れ
る
方
に
は
、

死
亡
公

報
に
よ
り
戸
籍
整
理
や
家

族
へ

の
葬
祭
料
、
弔
慰
料
の
支
給
な

ど
遺
族
援
護
が
行
な
わ
れ

て
お

り
ま
す
。
 

ま
た
、

三
十
八
年

四
月
か
ら

終
戦
時
に
南

方
地
城
に
あ

つ
た

一
般
邦
人
、
北
方
地
域
に
あ
つ

た
一
般
邦
人
で
生
死

の
資
料
が

全
く
な
い
方
は
、
新
し
く
戦
時
 
 

死
亡
宣
言
の
申
し
立
て
が
で
き

る
よ
う

に
な
り
、

こ
れ
が
確
定

し
ま
す
と
、
留
守
家
族
に
弔
慰

料
三
万

円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
 

未
帰
還

者
の
親
族
や
知
人
が

あ
り
な
が
ら
、

こ
の
制
度
を
知

ら
な

い
た
め
．
未
帰
還
届
を
出

し
て
い
な
い
方
は
、

市
役
所
市

民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

教
育
委
員
長
に
 

永
 
井
 
氏
 

教
育
委
員
会
は
、

三
日
、
組

織
会
を
開
き
、

九
月
三
十

日
で

任
期
満

了
と
な
つ
た
山
口
清
次

郎
氏
の
後
任
と
し

て
、
永
井
末

吉
氏
を
新
し

い
教
育
委
員
長
に

選
任
し

た
。
 

同
代
理
に
は
，
高
橋
馨
、
秋

田
修
次
氏
を
選
任
し

た
。
 

永
井
氏
は
、

永
年
教
員

生
活

を
送
り
、

五
月
の
臨
時
議
会
で

教
育
委
員

と
な
つ
た
方
。
 

（
写
真
 
永
井
教

育
長
）
 

戦
残
者
等
の
妻
に
た
い
す
る

特
別
給
付
金
支
給
法

に
よ
り
交

付
さ
れ
た
給
付
金
国
庫
債
券
の

買
上
償
還
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
か
ら
、

つ
ぎ
の
条
項
に
よ
り

買
上
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
 

市
福
祉
事
務
所
庶
務
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

①
現
在
、

生
活
保
護

を
う
け

て
い
る
高
令
者
ま
た
は
、
保
護

を
要
す
る
状
態

に
あ
る
方
で
、
 

生
業
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
る
 

章
 

⑥
 
歩
行
開
始

の
遅
延
 

歩
行
開
始
以
後
の
幼
児
で
 

ユ
よ
 

①
 
蹟
行
 

②
 
姿
勢

の
変
化
（
出
つ
尻
）
 

③
 
下
肢

の
短
縮
 

④
 
股
関

節
外
形
の
変
化
と

し
て

一
見
股
部
の
巾
が
拡

大
し
た
よ
う
に
見

え
る
 

こ
の
疾
患
は
早
期
発
見

治
療

が
治
療
効
果
も
著
し
く
大
と

な
つ
て
い
る
の
で
、
二
の
よ

う
な
症
状

を
ー

つ
で
も
認
め

た
ら
、
専
門
医

の
受
診
が
望

ま
し
い
。
ま
た
、
症
状
を
認

め
な
く
て
も
乳
児
は
、
 
一
度

は
専
門
医

か
保
健
所
で

の
健

康
診
断
を

お
す
す
め
し

ま
す
 

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
 

②
戦
残
者
の
慰
霊
の

経
費
、
 

災
害
等
に
よ
り
住
居
の
復

旧
経

費
等

に
必
要
と
さ
れ
る
場
合

ま
た
、
買
上

の
価
格
は
、

十

万
円
で
あ

る
こ
と
。
 

当
市
の
本

年
度

の
買
上
割
当

額
は
七
〇

万
円
で
、

七
人
分
と

な
つ
て
い
ま
す

の
で
、
申
し
込

み
者
の
多
い
と
き
は
、
実
態
を

調
査
の
う
え
選

足
し
ま
す
。
 

未帰還者の留守家族で 

!0076と＝一一星④9970 
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年
度
 2
9
 引
 
3
3
 3
5
 m
 
狛
 

先
天
性
股
関
節
脱

臼
は
、
整
形
外
科
 

領
域
で
も

つ
と
も
難
治
な
疾

患
で
あ
り
、
肢
体
不
自
由
児

の
起
因
疾
患
と
し
て
高
い
頻

度
を
示
し
て
お
り
、
と
く
に

女
子
の
羅
患
率
が
高
い
。
 

症
状
と
し

て
、
歩
行
開
始

以
前
の
乳
児
で
は
 

①
 
大
腿
前
面
が
外
側
に
向

う
肢
位
を
と
る
。
 

②
 
下
肢
の

短
縮
 

③
 
大
腿
内
側
に
あ
る

一
ー
 

二
本
の
斜
溝
が
左
右
非
称

で
あ
る
 

④
 
股
関
節

の
開
排
制
限
 

⑤
 
お
む
つ
交
換
時
の
股
関

節
の
雑
音
 

戦

残
者
 
の
 
妻
 に
 
対

す
 
る
 

特

別
給
付

金

の
 
買
上
償
 

還
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つぎの日程によつて、 レントゲン車が巡回し

ます。無料ですから、みなさんの家庭から結

核をなくするため進んでうけてください。 

駐車場所は、回覧板でご通知します。 

 

 

程＞ 

11月 4日異沙胃地区

昭 5B 栄地区 
11月 9 日 七和地区 

11月10日 中川地区 

勝器旧町内 

＜ 日 

10月26日 松島地区 

10月27F 目”，山L＝一 
指省晶旨 長橋地区 lii月28日 J、lI月」ノ山rニ 

10月29日 三好地区 

10月31日 梅沢地区 

11月 2 日 飯詰地区 
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